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占
冠
村
の
今
年
度
の
特
定
健
診

受
診
率
（
40
～
74
歳
国
保
加
入
者
）

は
、
11
月
時
点
で
47
．
５
％
と
、

対
象
者
の
半
分
以
上
が
特
定
健
診

を
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
特
に
40
～

50
代
の
男
性
の
受
診
率
が
低
い
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
健
診
結
果

か
ら
、
受
診
者
の
う
ち
、
メ
タ
ボ

予
備
群
が
７
．
４
％
、
メ
タ
ボ
該

当
者
が
30
．
９
％
い
る
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。

　

健
診
受
診
者
の
う
ち
、
生
活
習

慣
病
（
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
脂
質

異
常
症
）
未
治
療
の
人
は
、
全
体

の
38
．
３
％
で
、
そ
の
う
ち
、
メ

タ
ボ
該
当
者
で
病
院
受
診
が
必
要

と
さ
れ
る
人
が
９
．
６
％
い
ま
し

た
。
こ
の
９
．
６
％
に
該
当
す
る

人
は
、
生
活
習
慣
病
を
発
症
す
る

可
能
性
が
高
く
、
早
め
に
適
切
な

生
活
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
、
ま

た
治
療
が
必
要
な
場
合
や
隠
れ
た

病
気
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
早
め

の
病
院
受
診
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
健
診
受
診
者
の
う
ち
、

61
・
７
％
が
生
活
習
慣
病
治
療
中

の
人
で
し
た
。
そ
の
う
ち
、
健
診

検
査
項
目
の
基
準
値
（
疾
患
の
基

準
値
と
は
ち
が
い
ま
す
）
を
超
え

て
い
る
人
が
62
．
０
％
い
ま
し

た
。
生
活
習
慣
病
の
治
療
を
し
て

い
る
人
は
、
病
院
で
の
検
査
の
値

と
比
べ
、
大
き
く
変
化
が
な
い
か

健
診
で
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
病
院
受
診
時
に
結
果

を
持
参
し
、
か
か
り
つ
け
医
師
と

相
談
す
る
こ
と
で
、
病
気
を
悪
化

さ
せ
な
い
た
め
の
対
応
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

健
診
結
果
か
ら
、
腎
機
能
が
軽

度
～
中
等
度
（
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
60 

ml
／

分
／
１
．
73
㎡
未
満
）
に
低
下
し

た
人
が
26
．
６
％
い
ま
し
た
。
生

活
習
慣
病
が
あ
り
、
さ
ら
に
腎
臓

機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
る
人
は
、

今
後
、
腎
臓
機
能
が
悪
化
し
、
慢

性
腎
不
全
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

近
年
、生
活
習
慣
病
の
中
で
も
、

糖
尿
病
が
悪
化
し
、
糖
尿
病
性
腎

症
と
な
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
性
腎
症
に
ま
で
至
る
と
、

人
工
透
析
が
必
要
と
な
り
、
体
だ

け
で
は
な
く
、
行
動
の
制
限
や
経

済
的
負
担
な
ど
日
常
生
活
に
大
き

な
支
障
が
出
ま
す
。

　

特
定
健
診
を
受
け
て
い
な
い
人

の
う
ち
、
普
段
、
病
院
通
院
の
な

い
人
は
、
知
ら
な
い
う
ち
に
生
活

習
慣
病
を
発
症
・
進
行
さ
せ
て
し

ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
突
然

の
発
作
な
ど
で
病
院
を
受
診
し
た

時
に
は
す
で
に
合
併
症
を
起
こ

し
、
長
期
入
院
や
後
遺
症
が
残
る

な
ど
、
重
症
化
し
た
状
態
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
全
国
的
な
統
計
か
ら
も
、
そ

の
傾
向
は
、
病
院
や
健
診
を
受
診

し
て
い
な
か
っ
た
人
や
治
療
を
中

断
し
て
い
た
人
に
多
く
見
ら
れ
ま

す
。

　

普
段
か
ら
自
分
（
家
族
）
の
体

の
状
態
を
把
握
し
て
、
適
切
な
生

活
を
送
る
こ
と
が
健
康
寿
命
を
延

ば
す
秘
訣
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
健
診
を
ぜ
ひ
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
個
別
健
診
の
ご
案
内
】

　

集
団
健
診
は
終
わ
り
ま
し
た

が
、
健
診
機
関
に
て
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
「
個
別
健
診
」
が
あ
り

ま
す
。
次
の
い
ず
れ
か
の
医
療
機

関
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。　

　

予
約
後
、
村
か
ら
受
診
券
を
発

行
し
ま
す
の
で
、
担
当
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

・
旭
川
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー

　

電
話　

０
１
６
６
‐
53
‐
７
１

　
　
　
　

１
１

・
村
立
占
冠
診
療
所

　

電
話　

56
‐
２
３
６
９

・
村
立
ト
マ
ム
診
療
所

　

電
話　

57
‐
２
０
２
４

※
平
成
30
年
２
月
28
日
ま
で
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
診
療
所
で
の
健
診
の
場
合
、
眼

底
検
査
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課
保
健
予
防
担
当

　
　

電
話　

56
‐
２
１
２
２

特
定
健
診
で
は
腎
臓
機

能
も
検
査
し
て
い
ま
す

特
定
健
診
を
受
け
ま
し

ょ
う

　

平
成
29
年
度
特
定
健
診
の
結
果

　

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

３８.３％

生活習慣病

未治療

６１.７％

生活習慣病

治療中

そのうちの６２％

が健診項目の基

準値を超えてい

る！？

そのうちの９.６

％がメタボ該当者

で病院受診が必

要！！

　　　　↓

生活習慣病を発生

する可能性が高い

《健診受診者の内訳》
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測定場所 測定時間 天候 測定値 測定場所 測定時間 天候 測定値

占冠中央小学校グランド ９：30 雪 0.047 占冠保育所グランド ９：35 雪 0.055

双民館グランド ９：50 雪 0.052 トマム学校グランド 10：45 雪 0.064

占冠地域交流館グランド 10：10 雪 0.060 トマム保育所グランド 10：50 雪 0.060

占冠村の放射線量の状況（12月）

測定日　12月11日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【単位：マイクロシーベルト毎時】

※北海道の空間放射線率モニタリング結果（上川総合振興局0.0209～0.0900）と比較して平常レベルと判断され

ます。

「北海道の空間放射線率モニタリング結果」は、下記のホームページで公開されています。

「環境放射線測定結果【北海道立衛生研究所】」http：//www．iph.pref.hokkaido.jp/ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■お問い合わせ　総務課総務担当　電話　５６－２１２１

　12月10日、英国イングランド国有林のチーフレ

ンジャーで、シカ管理の専門官であるクリスティ

ン・ウェーバー博士が来村しました。博士は深い

学識と長い現場経験を有する、英国でもまだ少数

派の女性の専門官です。

　(一社)エゾシカ協会の招きで来日し、札幌にお

ける講演の帰途、協会スタッフらとともに、一泊

の行程で占冠村を訪れました。

　占冠村では猟区の環境や、処理施設の運用など

の取組みを、村の担当者の説明を受けながら視察

しました。猟区制度や処理施設を核とする捕獲の

管理とともに、広報紙や催事を通じた、地域住民

の関心や知識を向上する取り組みも評価されまし

た。地域おこし協力隊の佐々木絢子隊員からは、

コルク銃を用いて動物福祉や安全管理を学ぶ「教

育的射的」やシカ革クラフトについて、実演を交

えて紹介し、大いに盛り上がりました。

　翌朝には村を発ち、帰国の途に就かれた博士か

らは、興味深い視察をできたことと、暖かいもて

なしを受けたことに感謝の意が示されました。

シカ管理の専門官が、村の猟区・シカ処理施設などを
視察　　～英国クリスティン・ウェーバー博士が来村～

野生獣処理加工施設「ジビエ工房　森の恵み」

視察

お土産のシカ革細工を手に笑顔の博士

村担当者による説明（地域カフェ)
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